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瑞穂町の位置 

瑞穂町 
青梅市 

羽村市 

福生市 

武蔵村山市 



 高齢者の現状 （平成29年1月1日現在）     

瑞穂町の総人口     33,716人 

65歳以上の人口       8,973人 

高齢化率             26.61％ 
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老年人口（65歳以上）と高齢化率 

老年人口（人） 高齢化率（％） 

資料：瑞穂町「住民基本台帳」（各年度末） 



瑞穂町高齢福祉部門 組織体制 

福祉部 
  福祉課     

  

  

  高齢課 
    高齢係       

    

    

      介護係   

  

  

  

    健康課 

◎介護係◎ 
職員 ４人 
非常勤 事務１人 
    調査員３人 

★介護保険事業計画  ☆事業者の指導・監査 
☆要介護（支援）認定 ★資格管理 
★保険給付      ☆保険料賦課   



①要介護認定の適正化 
②ケアプラン点検 
③住宅改修等点検 
④介護給付費通知 
⑤給付実績の活用 
⑥縦覧点検・医療情報との突合 

ケアプラン
点検 



適正化の目的 

ケアプランがケマネジメントのプロセスを踏ま
え、自立支援に資するケアマネジメントを達成 



ケアマネの現状 

地域包括支援センター ２か所（平成28年10月～） 

   東部高齢者支援センター 
   西部高齢者支援センター 
 

居宅介護支援事業所 １０事業所 
ケアマネジャー ２２人 
 

主任介護支援専門員 １４人（瑞穂町職員、施設職員含む） 



主任介護支援専門員がケ
アプランを読み込み、グ
ループ討議する。そこで
出た意見をまとめ、主任
介護支援専門員が立会い
のもと事務局が介護支援

専門員と面談をする。 

ケアプラン点検 

事務局がケアプラ
ンを点検し、事務
局が介護支援専門
員と面談をする。 

専門性の
不足 



ケアプラン点検の流れ 

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
提
出 

主
任
介
護
支
援
専
門
員
へ

ケ
ア
プ
ラ
ン
配
付 

主
任
介
護
支
援
専
門
員
が

ケ
ア
プ
ラ
ン
点
検
を
行
い
、

グ
ル
ー
プ
討
議
を
す
る 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
主

任
ケ
ア
マ
ネ
立
会
い
で
、
介
護

支
援
専
門
員
と
面
談
を
行
う 

結
果
を
通
知
す
る 



面談の風景 
介護支援専門員も主任ケ
アマネに質問したり、み
んなで事案について考え
たりと、とても和やかな

雰囲気でした。 



こんな意見がありました 

いろんな人のケアプランを
点検して勉強になりました。 

他の居宅の主マネさんの意見
が聞けて良かった。 

前回は何も言え
なかったけど、
今回は何でも話
せる雰囲気でし

た。 

経験豊富な主マネさ
んとお話しできて良

かったです。 
包括ケア子（仮） 



課題と今後の取組み 

・アセスメントが詳しくとれていないために、ケアプランが本人の意向と合致していない。 
・リ・アセスメント支援シートの書き方を間違えている。 
・ケアプランの内容がおおざっぱになっている。 
・事務局の負担が多い。 
・点検がどのように生かされているかわからない。 

・リ・アセスメント支援シートの書き方について研修を行う。 
・町内居宅介護支援事業所の介護支援専門員全員と面談を行い、点検結果を直接 
口頭で伝える。 
・ケアプラン分析システムを活用し、受給者の選定と点検実施後の活動状況を確
認する。 



まとめ（今後の方向性） 
 


